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（2） Casa dei Bambini モンテッソーリ実践校
（幼稚園・小学校）訪問




















































（3） Istituto dei Cechi di Milano（Dialogo nel 
Buio）訪問
























































































































64 2015 年度　心理社会的支援研究　第 6集





















































































































平均 SD 平均 SD t値
共感性 26.5 1.93 27.58 1.92 -1.37 p<.10
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対する受容的な共感性を育んだとも考えられ
る。
このような様々な要因から、学生たちは異質
なものを排除するのではなく、異質なものを受
容したいという態度を促進させる傾向がみられ
たのではないだろうか。
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